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図書館2階JWUラーニング・コモンズさくら（以下「さくら」と略）では、学科・専攻推薦を受けたラーニング・サポーター

（本学大学院生）が学修相談を受け付けます。学修相談以外にもミニ講座の開催や「さくら」の活動支援をしながら、感

じたこと、思ったことを「つぶやき」、本学学生の皆さんに学修相談に訪れてもらいたいと思っています。ラーニング・サ

ポーターは「さくら」で皆さんをお待ちしています！ 

 

＜2月のつぶやき♪INDEX＞ 

p.1 将来のこと ＠M.H.（英文学専攻博士課程後期 1年） 2月6日First tweet！ 

p.1 人生で一度は見たいもの ＠K.W.（生活環境学専攻（被服学）博士課程後期2年） 2月13日 tweet！ 

p.2 小さな春を見つけに ＠T.K.（相関文化論専攻博士課程後期 3年） 2月13日 tweet！ 

p.3 春休みの過ごし方 ＠T.C.（教育学専攻博士課程前期1年） 2月4日First tweet！ 

 

つぶやき１♪ 将来のこと 

はじめまして。今年から新たに 

ラーニング・サポーターになりまし 

た、英文学専攻博士課程後期 1年 

のM.H.と申します。どうぞよろしく 

お願いいたします。 

いよいよ春休みが始まりました 

ね。大学生になると、学年が上が 

るにつれて、卒業後の進路につい 

て考える機会が増えていくかと思 

います。特に春休みは時間に余裕 

ができ、いろいろなことを考える時 

間が多くなるのではないでしょうか。今回は自己紹介も兼ねて、私自身の経験についてお話しします。 

研究者を目指し、現在博士課程後期に在籍している私ですが、大学院進学を決意したのは 4 年生の時でした。もう

少し勉強を続けてみたいという気持ちが募る一方で、就職活動をする友達を見て、果たして自分は大学院に進学して

もよいのだろうかとたくさん悩みました。そんな時、支えになったのが友達や家族の存在です。自分の正直な気持ちを

言葉にして誰かに話すとことで、頭の中が整理されます。また、人からもらった意見は、選択のための判断材料になり

ます。私は人から色々な意見を聞く中で、少しずつ自分の考えが明確になり、選択に自信が持てるようになりました。 

そして何よりも、まずはやってみないと分からないことがたくさんあります。実際私は、博士課程前期に進学した当

初、修了後に就職するつもりでいましたが、研究に取り組む中で、課程後期に進学したいと思うようになりました。どの

道を選ぶべきかと悩む時間ももちろん大切ですが、それ以上に、自分が選択した道でどのように頑張っていくかという

ことも大切だと思います。 

真剣に、そして気負いすぎず、ご自身の将来について考えてみてください。 不安になった時はひとりで抱え込まず、

ぜひ誰かと話をしてみてください。我々ラーニング・サポーターも、図書館でお待ちしております。 

 

つぶやき2♪ 人生で一度は見たいもの 

先月からラーニング・サポーターをしています人間生活学研究科生活環境学専攻の博士課程後期２年の K.W です。

レポートや期末試験が終わり、いよいよ新学期までの春休み期間が始まりますね。今回は、そんな春休みの過ごし方

についてお話ししたいと思います！ 

私の趣味は、海外へ旅行に行くことです。学部生時代から、長期休み中の旅行を励みに日々を過ごしてきました。お

金はもちろんかかるのですが…その土地にしかない空や木々の色、人々の話す言葉を含む音、それぞれに異なる価
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値観を肌で感じることができるのは、 

海外に行く醍醐味なのではないか 

と思います。みなさんもリラックスし 

たい、非日常を楽しみたいなど、国 

内外問わず旅行には様々な動機が 

あるのではないでしょうか。私にも 

動機はいろいろあるのですが、なに 

よりも私を駆り立てるのは「人生で一 

度は見たいもの」をこの目で見たい 

！！という気持ちです。見たい！！ 

の対象は、私の場合、主に絵画と自 

然です。これまで長期休みを利用し 

て、その小さな夢を少しずつ叶えて 

きました。ピカソの「ゲルニカ」とベラスケスの「ラス・メニーナス」を見にマドリードに行ったり、ゴッホの描いた教会や麦

畑の実際の景色を見にパリからオーヴェール・シュル・オワーズまで足を延ばしたり、満天の星空の下、野生の小さな

ペンギンたちが行進するのを見にメルボルンまで行ったり、一番最近では、白馬などの動物たちが暮らすホテルの景

色に一目ぼれしてバリ島まで行ってきました。旅で実際に目にしたものは、本やネットでみるのとは大きく違い、その

場の雰囲気や音、温度とともに記憶されて、その時々の自身の心境にも左右されます。そうした自分の感覚を丸ごと

スクラップするような作業が私にとっての旅なのかなと思います。昨今は国際情勢も目まぐるしく変化しており、私自身、

今は忙しいから、お金がかかるからと、行く機会を逃したままその国に行くことが叶わなかった経験があります（いず

れ行けるようになる日を夢見ています！）。国内外の旅行に限らず、みなさんもぜひこの春休みの機会に人生で一度

は見たい！！と思うものを見に行ってみてはいかがでしょうか。 

 

つぶやき3♪ 

 小さな春を見つけに 

暦の上では立春を迎えましたが、 

寒い日々が続きますね。先日は関 

東でも雪が降り、北海道の帯広では 

寒波の影響を受けて 12時間で 120 

cmもの雪が降ったそうです。寒さ 

を和らげようとしても、すぐに身体の 

芯まで冷え切ってしまう。そんな日 

々を、どのように過ごせばいいので 

しょうか。2月の別称から、探ってみ 

たいと思います。 

2 月の和風月名「如月(きさらぎ)」は、重ね着を意味する「衣(き)更(さら)着(ぎ)」が由来ともいわれています。寒さと対

峙するには重ね着が必須というのは、今も昔も変わらないようです。寒い地方では、布に糸を重ねる「刺し子」という技

法も生まれました。東北地方のものがよく知られていますが、麻の着物に様々な模様を刺繍したもので、防寒や布地

の補強のために用いられていました。こちらは、冬が長い地方ならではの重ね着と言えそうですね。 

また、2 月は梅が見頃を迎えるので、「梅見月」とも呼ばれています。都内には小石川後楽園、向島百花園、亀戸天

神といった梅の名所が沢山あります。江戸時代には花見の習慣が庶民の間にも広まり、『江戸遊覧花暦』といったガイ

ドブックも出版されました。1 年で最初の花見は梅で、日が出ている時間だけではなく、夜風に漂う梅の香りを楽しむこ

ともあったそうです。梅見を題材にした浮世絵は数多くありますが、夜に雪の中で梅見物をしたり(歌川国芳『つもる夜

の梅』など)、お酒やご飯を楽しんだり(歌川広重『亀戸梅屋舗ノ図 (東都名所)』など)と、楽しそうな情景が描かれていま

す。当時は「小氷期」で現代よりも寒かったはずなのですが、それでも重ね着をしてお出かけを楽しむところが素敵で

すよね。 

「冬はつとめて」と感じるのはまだ難しいこの頃ですが、寒い中でも楽しみを見つけていた先人を見習って、梅を見に

行くのが今月の小さな目標です。皆様も体調にお気を付けて、暖かくしてお過ごしください。 
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つぶやき4♪ 

 春休みの過ごし方 

みなさん、こんにちは！はじめま 

して。先月からラーニング・サポータ 

ーになりました、人間社会研究科教 

育学専攻の修士課程 1年のT.C.で 

す。よろしくお願いいたします。 

2月に入り、期末レポートや卒論 

も提出し終わり、春休みの計画を立 

てている、あるいは実行に移ってい 

る時期でしょうか。やらなければなら 

ないことからの解放感と、これから 

2か月のお休みをいかに充実させる 

かの高揚感でワクワクする時期ですよね！そこで今回は、私の学部時代の春休みの過ごし方についてお話してみよ

うと思います。 

 １年次は、まだコロナ渦が完全に収束していなかった影響で満足に遊びにいけない春休みでした。家の中でゴロゴロ

したり、映画を見たり、編み物をしたり、おうち時間を充実させるための趣味探しに没頭してました。お菓子作りなんか

にも挑戦していた気が、、、。 

2年次、3年次はとにかく旅行に行っていた記憶があります。何か新しいものを見たい、いつもと違う環境を味わいた

い、初めての経験、出会いが欲しいという一心で航空券を取っていました。パスポートが出国スタンプでいっぱいにな

るほどではありませんが、国内は、大阪、名古屋、福岡、海外は韓国、ベトナムに行ったことがあります。旅行に行く計

画を立て、必要なものをそろえてスーツケースに詰め、空港の出発ゲートをくぐるあの時間がとても好きです。私にと

っては、学校に行き、課題に追われながらバイトも頑張る日常から、少し離れた非日常感が旅行の醍醐味です。また

いつか、旅行について話せたらと思います！ 

4年次は、とにかくアルバイトをしていました。ちょうど 2月は大学院進学が決まり、卒業後の進路が決まった時期で

した。院に進むからには自立したいという思いから、実家を出ることを決心し、そのための資金調達に向けて毎日奮闘

していました。あの頃はアルバイトを５つ掛け持ちして、、、毎日必死でしたね(^ ;̂) 

 ここまで、私の学部 4 年間の春休みを振り返ってみましたが、いかがだったでしょうか？こう見ると、新しいものへの

挑戦、準備期間として春休みを過ごしていたことが多いようにも感じます。みなさんもみなさんなりの楽しい春休みを

お過ごしください！私は春休みもラーニング・サポーターとして図書館にいるので、何かあればいつでもお話に来てく

ださいね！！よい春休みを～ 

 

ラーニング・サポーターのつぶやき （2026年2月） 

ホームページ https://lib.jwu.ac.jp/lib/lc_ls.html 

編集：JWUラーニング・コモンズさくら 
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